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中
井
履
軒
撰

『
論
語
逢
原
』

に
見
え
る
聖
人
観

人

は
じ
め
に

江
戸
中
期
大
坂
の
儒
者
中
井
履
軒
は
懐
徳
堂
の
儒
者
の
中
で
も
、
そ
の
経
学
研
究
に

お
い
て
最
も
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
の
経
学
研
究
の
精
髄
は
、
『
七
経
逢
原
』

『
七
経
離
題
』
な
ど
の
著
述
に
凝
縮
さ
れ
る
。
従
来
、
筆
者
は
中
井
履
軒
の
『
老
子
離

題
』
『
荘
子
離
題
』
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
老
荘
関
係
の

著
述
に
見
え
る
履
軒
の
聖
人
観
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
三

γ

一
般
的
に
「
聖
人
」
の
語
は
、
中
国
で
は
人
間
と
し
て
至
高
の
存
在
を
意
味
す
る
。

た
だ
、
そ
の
意
味
す
る
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
相
違
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
儒
家
で
は
統
治
者
と
し
て
の
理
想
像
、
道
徳
的
に
優
れ
た
理
想
的
人
格
者
像
と
い

っ
た
性
格
が
一
般
的
で
あ
る
(
後
述
)
。
そ
れ
に
対
し
て
、
道
家
で
は
、
例
え
ば
、
『
荘

子
』
に
「
聖
人
之
を
和
す
る
に
是
非
を
以
て
し
て
、
天
鈎
に
供
う
」
(
斉
物
論
篇
)
あ

る
い
は
「
聖
人
は
将
に
物
の
遮
る
る
を
得
ざ
る
所
に
遊
び
て
み
な
存
せ
ん
と
す
」
(
大

宗
師
篇
)
と
あ
る
よ
う
に
、
現
実
世
界
の
事
象
を
超
越
し
た
理
想
像
と
し
て
描
か
れ
る

こ
と
が
多
い
。

こ
の
よ
う
に
聖
人
と
い
っ
て
も
、
例
え
ば
、
儒
家
と
道
家
と
で
は
そ
の
意
味
合
い
が

相
違
す
る
。
し
か
し
、
履
軒
は
『
老
子
離
題
』
『
荘
子
離
題
』
に
お
い
て
「
聖
人
」
の

語
を
解
す
る
と
き
、
道
家
的
理
想
像
と
し
て
で
は
な
く
、
儒
教
的
理
想
像
と
し
て
聖
人

(
注
二
)

を
と
ら
え
て
い
る
。

藤

居

岳

履
軒
は
儒
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
た
と
い
『
老
子
』
『
荘
子
』
に
対
す
る
注
釈
で
あ

ろ
う
と
、
儒
者
と
し
て
の
基
本
的
立
場
か
ら
離
れ
て
「
聖
人
」
の
語
を
解
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
履
軒
の
経
学
研
究
に
見
え
る
「
聖
人
」
の
語
に
、
儒
者

と
し
て
の
彼
自
身
の
立
場
が
最
も
濃
厚
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
稿
は
、
履
軒
の
『
論
語
逢
原
』
(
以
下
、
『
逢
原
』
と
称
す
る
)
に
見
え
る
聖
人
観
の

特
徴
を
探
り
、
儒
者
と
し
て
の
履
軒
の
基
本
的
立
場
を
窺
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

履
軒
の
、
経
書
に
対
す
る
数
あ
る
注
解
の
中
で
、
な
ぜ
『
論
語
』
の
注
解
を
取
り
上

《
注
三
】

げ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
履
軒
が
『
論
語
』
を
「
天
地
問
第
一
の
文
章
」
と
述
べ
、
経
書

の
中
で
『
論
語
』
を
最
も
重
視
す
る
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
逢

原
』
に
つ
い
て
は
、
『
論
語
離
題
』
『
論
語
離
題
略
』
『
逢
原
』
と
い
う
彼
の
『
論
語
』

関
係
の
著
述
の
中
で
最
も
最
後
に
成
立
し
、
『
論
語
』
に
対
す
る
履
軒
の
考
え
の
集
大

成
が
『
逢
原
』
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

向。

一
、
儒
教
に
お
け
る
聖
人

『
逢
原
』
中
の
聖
人
の
性
格
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
、
儒
教
に
お
け
る
聖

人
の
性
格
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
人
間
と
し
て
至
高
の
存

在
を
意
味
す
る
聖
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
す
る
具
体
的
性
格
が

相
違
し
て
い
る
。
理
想
的
な
統
治
者
と
し
て
言
及
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
た
、
現



実
世
界
か
ら
超
越
し
た
立
場
に
立
つ
理
想
像
と
し
て
描
か
れ
る
場
合
も
あ
る
。
当
然
、

諸
子
百
家
の
学
派
聞
に
お
い
て
相
違
す
る
だ
け
で
な
く
、
儒
教
の
中
に
お
い
て
も
様
々

な
意
味
で
の
至
高
の
存
在
と
し
て
「
聖
人
」
の
語
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お

い
て
中
井
履
軒
の
聖
人
観
を
検
討
す
る
う
え
で
、
あ
る
程
度
、
「
聖
人
」
の
語
の
意
味

を
事
前
に
分
類
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
、
先
学
の
業
績
に
従
い
つ
つ
、
儒
教

【
注
囲
】

に
お
け
る
聖
人
の
性
格
を
概
観
し
、
そ
の
意
味
を
分
類
し
て
お
き
た
い
。

白
川
静
『
字
統
』
(
平
凡
社
・
一
九
八
四
年
)
に
よ
れ
ば
、
聖
の
字
は
耳
と
お
と
口
と

に
従
い
、
耳
と
王
と
は
耳
を
強
調
し
た
人
の
形
で
、
聖
は
祝
請
し
て
祈
り
、
耳
を
す
ま

せ
て
神
の
応
答
す
る
と
こ
ろ
、
啓
示
す
る
と
こ
ろ
を
聴
く
こ
と
を
示
す
字
だ
と
号
宮
ノ
。

例
え
ば
、
『
詩
経
』
小
雅
・
正
月
篇
に
「
彼
の
故
老
を
招
き
、
之
に
占
夢
を
訊
ぬ
れ
ば
、

み
な
わ
れ

具
予
を
聖
な
り
と
日
う
も
、
誰
か
烏
の
雌
雄
を
知
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
占
い
を
為
す
古

老
は
耳
目
明
察
で
、
未
来
の
予
知
が
可
能
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
実
は
何
も
知

ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
聖
人
を
未
来
予
知
能
力
を
も
っ
た
者
と
と
ら

え
て
い
る
。
ま
た
、
『
書
経
』
説
命
篇
中
に
は
「
惟
だ
天
聡
明
、
惟
だ
聖
時
れ
に
憲
る
」

な
ど
と
見
え
、
聖
人
が
聡
明
な
る
天
の
意
思
に
適
っ
た
人
格
者
だ
と
述
べ
る
。

さ
ら
に
、
『
春
秋
左
伝
』
哀
公
十
八
年
に
「
志
に
日
く
、
聖
人
は
卜
盤
を
煩
わ
さ
ず
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
楚
に
攻
め
入
っ
た
巴
人
を
楚
が
迎
え
撃
つ
と
き
に
、
一
度
占
ト
で

決
定
し
た
指
揮
官
を
二
度
の
占
卜
で
変
更
し
な
か
っ
た
楚
の
恵
王
に
対
し
て
評
さ
れ
た

言
葉
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
「
志
に
日
く
・
:
」
の
語
は
、
元
来
、
聖
人
自
身
に
占
卜
を

担
う
能
力
、
す
な
わ
ち
未
来
予
知
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
語
だ
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
元
来
、
聖
人
は
未
来
予
知
な
ど
の
人
知
を
超
え
た
神
秘
的
な
能

力
を
も
っ
た
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
受

け
継
ぎ
つ
つ
、
儒
教
で
は
さ
ら
に
具
体
的
に
聖
人
の
性
格
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
ず
、
第
一
は
『
礼
記
』
楽
記
篇
「
作
者
之
を
聖
と
謂
う
」
の
語
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
礼
楽
な
ど
の
諸
制
度
の
制
作
者
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
同
じ
く
『
礼
記
』

楽
記
篇
で
は
「
先
王
の
礼
楽
を
制
す
る
や
、
人
に
之
が
節
を
為
す
」
と
あ
る
か
ら
、
作

者
と
は
先
玉
、
す
な
わ
ち
王
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
聖
人
に
は
王
者
、
す
な
わ
ち
統
治

者
と
し
て
の
性
格
が
あ
る
。
こ
れ
が
聖
人
の
特
徴
の
第
一
で
あ
る
。
「
作
者
之
を
聖
と

謂
う
」
の
箇
所
の
『
礼
記
正
義
』
に
は
、
「
聖
は
物
理
に
通
達
す
、
故
に
『
作
者
之
を

聖
と
謂
う
』
な
り
。
則
ち
発
舜
再
湯
是
れ
な
り
」
と
あ
り
、
礼
楽
の
制
作
者
で
あ
る

聖
人
の
代
表
と
し
て
、
発
・
舜
な
ど
の
中
国
古
代
の
王
者
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
古
代
に
お
い
て
聖
人
は
礼
楽
を
制
作
す
る
資
絡
の
あ
る
統
治
者
と
し
て
規
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
こ
の
統
治
者
は
、
上
述
の
神
秘
的
能
力
を
備
え
る
性
格
も
併
せ
も
つ
こ
と

は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
統
治
者
と
し
て
の
聖
人
が
制
作
す
る
礼
楽
と
は
何
か
。
そ
れ
は
人
間
の
文
化
で

あ
る
。
例
え
ば
、
『
礼
記
』
郷
飲
酒
義
篇
に
「
万
物
を
産
す
る
者
は
聖
な
り
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
聖
人
が
万
物
、
す
な
わ
ち
人
間
の
文
化
全
て
の
創
造
者
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

従
っ
て
、
王
者
た
る
聖
人
は
文
化
の
創
造
者
で
あ
る
。
逆
に
き
守
え
ば
、
文
化
を
創
造
す

る
資
格
を
も
つ
の
は
王
者
だ
け
だ
と
も
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
文
化
の
創
造
者
と
し
て
の
聖
人
像
は
、
時
代
は
下
る
け
れ
ど
、
韓
愈
の

『
原
道
』
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。

- 4 -

古
の
時
、
人
の
害
多
し
。
聖
人
な
る
者
立
つ
こ
と
有
り
て
、
然
る
後
に
之
に
教
う

る
に
相
生
養
す
る
道
を
以
て
し
、
之
が
君
と
為
り
、
之
が
師
と
為
る
。

こ
の
よ
う
に
韓
愈
は
聖
人
が
民
衆
の
た
め
に
王
と
な
り
、
教
育
者
と
な
っ
た
と
述
べ
た

後
で
、
そ
の
具
体
的
方
策
と
し
て
、
聖
人
が
民
衆
の
た
め
に
晶
蛇
禽
獣
を
駆
逐
し
、
寒

さ
に
凍
え
な
い
よ
う
に
衣
服
を
発
明
し
、
飢
え
て
困
ら
な
い
よ
う
に
食
物
を
用
意
し
た

と
言
う
。
さ
ら
に
ま
た
「
礼
」
「
楽
」
「
政
」
「
刑
」
な
ど
を
整
え
て
、
民
衆
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
た
と
一
一
一
日
う
。
要
す
る
に
、
『
原
道
』
に
見
え
る
聖
人
も
民
衆
の

た
め
に
文
化
を
創
造
し
た
人
格
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。



次
に
、
聖
人
の
特
徴
の
第
二
と
し
て
、
道
徳
的
に
優
れ
た
理
想
的
人
格
者
像
と
し
て

の
性
格
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
述
の
韓
愈
の
『
原
道
』
に
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
文
章
が

見
え
る
。

こ
れ

夫
れ
い
わ
ゆ
る
先
王
の
教
え
と
は
、
何
ぞ
や
。
博
く
愛
す
る
を
之
仁
と
謂
い
、
行

こ

れ

ゆ

こ

れ

な
い
て
之
を
宜
し
く
す
る
を
之
義
と
謂
い
、
是
れ
に
由
り
て
之
く
を
之
道
と
調
い
、

こ
れ

己
に
足
り
て
外
に
待
つ
こ
と
無
き
を
之
徳
と
謂
う
。
・
:
其
の
道
為
る
は
明
ら
か
に

し
易
く
し
て
、
其
の
教
え
為
る
は
行
な
い
易
し
。

韓
愈
は
先
王
、
す
な
わ
ち
聖
人
の
教
え
と
は
、
人
を
愛
す
る
気
持
ち
で
あ
る
仁
と
時

宜
に
適
っ
た
適
切
な
行
動
を
と
る
義
と
い
っ
た
人
間
の
倫
理
と
し
て
最
も
根
本
的
な
も

の
を
教
え
る
こ
と
だ
と
言
う
。
そ
し
て
、
仁
義
道
徳
を
実
践
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
仁

義
道
徳
を
自
分
の
身
に
体
得
す
る
こ
と
が
聖
人
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。
当
然
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
求
め
る
聖
人
自
身
は
仁
義
道
徳
の
体
得
者
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
道
徳
的
人
格
者
と
し
て
の
聖
人
の
性
格
は
、
宋
学
に
至
っ
て
特
に
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
有
名
な
「
聖
人
は
学
ん
で
至
る
可
し
」
の
主
題
は
、
聖
人
が
理

想
的
統
治
者
で
は
な
く
、
道
徳
的
人
格
者
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
成
立
す
る
も

【
注
玉
)

の
で
あ
る
。

周
敦
顕
・
程
聞
な
ど
の
宋
学
の
先
駆
者
に
影
響
を
受
け
た
朱
子
は
、
い
わ
ゆ
る
天
理

人
欲
説
を
以
て
理
論
的
な
整
備
を
進
め
、
誰
も
が
道
徳
的
人
格
者
と
し
て
の
聖
人
を
め

ざ
す
べ
き
だ
と
い
う
説
を
確
立
し
た
。
例
え
ば
、
「
若
し
是
の
上
智
聖
人
の
資
質
な
ら

ば
、
著
カ
を
用
い
ざ
れ
ど
も
、
自
然
に
天
理
を
存
し
て
行
な
い
、
人
欲
に
流
れ
ず
」
(
『
朱

子
語
類
』
巻
百
十
六
朱
子
十
三
訓
門
人
四
)
と
は
、
聖
人
で
あ
っ
た
な
ら
、
無
理
を

し
な
く
て
も
自
然
に
天
理
に
従
い
、
人
欲
に
流
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
き
守
主
朱
子

は
、
聖
人
を
天
理
に
則
っ
た
道
徳
的
人
格
者
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
宋
学
以
降
に
上
記
の
よ
う
な
道
徳
的
人
格
者
と
し
て
の
聖
人
の
性
格
が
強
調

さ
れ
た
の
は
確
か
だ
け
れ
ど
、
こ
の
よ
う
な
聖
人
の
と
ら
え
方
は
宋
学
以
前
に
も
存
在

え
ん

し
て
い
た
。
例
え
ば
、
は
や
く
『
孟
子
』
離
婁
章
句
上
に
「
規
矩
は
方
員
の
至
り
な
り
。

聖
人
は
人
倫
の
至
り
な
り
」
、
同
じ
く
『
孟
子
』
万
章
章
句
下
に
「
伯
夷
は
聖
の
清
な

る
者
、
伊
芦
は
聖
の
任
な
る
者
、
柳
下
恵
は
聖
の
和
な
る
者
、
孔
子
は
聖
の
時
な
る
者

な
り
」
と
あ
る
。
前
者
は
ま
さ
に
聖
人
が
人
倫
、
す
な
わ
ち
道
徳
の
面
か
ら
見
て
至
高

の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
聖
人
を
道
徳
的
人
格
者
と
見
な

し
た
う
え
で
、
誰
が
そ
の
意
味
で
の
聖
人
に
当
た
る
か
、
そ
の
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
中
で
は
、
特
に
孔
子
が
聖
人
の
範
暗
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
『
孟

子
』
に
お
い
て
は
、
当
然
、
尭
・
舜
な
ど
の
理
想
的
王
者
が
聖
人
と
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
彼
ら
は
ま
た
同
時
に
道
徳
的
人
格
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
王
者
の
位
に
就
い

て
は
い
な
い
け
れ
ど
、
孔
子
は
道
徳
的
人
格
者
と
し
て
の
聖
人
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
全
般
的
に
言
え
ば
、
聖
人
は
、
古
代
に
お
い
て
は
統
治
者
と
し
て
の
性

格
が
強
調
さ
れ
、
宋
学
以
降
、
道
徳
的
人
格
者
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
よ
う
な
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぽ
、
儒
教
に
お
い
て
上
述
の
二
つ
の

特
徴
を
も
っ
聖
人
像
が
説
か
れ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
以
上
に
述
べ

た
よ
う
な
儒
教
の
聖
人
の
性
格
を
履
軒
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
上
述
の
二
つ
の
特
徴
に
沿
っ
て
『
逢
原
』
に
見
え
る
履
軒
の
聖
人
観
を
検
討
し

て
ゆ
き
た
い
。
履
軒
が
活
躍
し
て
い
た
当
時
、
懐
徳
堂
の
儒
者
の
立
場
は
、
履
軒
の
師

玉
井
蘭
洲
、
履
軒
の
兄
竹
山
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
朱
子
学
を
奉
じ
る
立
場
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
履
軒
の
聖
人
観
も
朱
子
学
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
、
ま
ず
、
朱
子
学
の
聖
人
観
の
特
徴
と
同
じ
道
徳
的
人
格
者
と
し
て
の

性
格
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
後
に
理
想
的
統
治
者
と
し
て
の
性
格
を
検
討
す
る
。

E
U 



二
、
『
逢
原
』
中
の
聖
人
の
性
格
|
道
徳
的
に
優
れ
た
理
想
的
人
格
者
像
|

『
逢
原
』
は
『
論
語
』
学
市
篇
(
以
下
、
出
拠
が
『
論
語
』
の
場
合
、
篇
名
の
み
を

記
す
)
冒
頭
に
「
朱
子
集
註
に
拠
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
朱
子
の
『
論

語
集
註
』
(
以
下
、
『
集
註
』
と
称
す
る
)
に
基
づ
い
た
注
解
で

h
p
o
こ
の
『
逢
原
』

は
、
大
体
は
『
集
註
』
に
拠
り
な
が
ら
、
『
集
註
』
を
逐
条
的
に
批
判
し
た
書
だ
と
言

A

注
七
}

う
説
が
多
い
。
当
然
、
『
逢
原
』
は
『
集
註
』
の
内
容
を
踏
ん
だ
注
釈
が
多
い
。
従
っ

て
、
以
下
に
『
逢
原
』
の
注
解
を
検
討
す
る
と
き
に
は
、
『
集
註
』
の
内
容
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

-
聖
人
と
は
誰
か

儒
教
に
お
い
て
代
表
的
な
聖
人
は
孔
子
で
あ
り
、
ま
た
、
発
・
舜
な
ど
の
中
国
古
代

の
王
者
で
あ
る
。
履
軒
も
当
然
、
こ
の
儒
教
の
伝
統
的
な
立
場
を
踏
ん
で
い
る
。
孔
子
・

発
・
舜
ら
を
聖
人
と
見
な
す
例
は
『
逢
原
』
中
に
数
多
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
述
而

篇
「
子
日
く
、
我
(
孔
子
)
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
之
を
知
る
者
に
非
ず
」
の
箇
所
の

『
逢
原
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

①
孔
子
は
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
」
り
、
自
ら
は
処
ら
ず
。
唯
だ
学
を
好
む
を

そ
も
そ
も

以
て
自
ら
標
す
。
是
れ
孔
子
為
る
所
以
な
り
。
抑
完
舜
以
来
、
歴
世
の
聖
人
、
み

な
自
ら
は
我
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
、
我
は
聖
人
な
り
と
調
わ
ず
。
即
ち

自
ら
聖
と
す
る
者
は
、
必
ず
聖
人
に
非
ず
。

も
ろ
も
ろ

②
群
の
聖
人
、
大
抵
「
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
知
る
」
。
然
れ
ど
も
孔
子
独
り
集
め

て
大
成
す
る
者
な
る
は
、
其
れ
学
を
好
む
こ
と
の
篤
き
を
以
て
な
り
。
孔
子
学

を
好
む
を
以
て
自
ら
標
す
者
と
す
る
も
、
亦
た
甚
だ
理
有
り
。
当
に
特
だ
に
謙
辞

を
以
て
之
を
断
ず
べ
か
ら
ず
。

『
逢
原
』
に
お
い
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
も
の
ご
と
の
道
理
を
わ
き
ま
え
て
い
る
こ
と

が
聖
人
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
朱
子
学
と
の
関
連
で
興
味
深
い
。
し
か
し
、
そ

れ
は
さ
て
お
き
、
こ
の
箇
所
で
は
中
国
古
代
の
王
者
た
る
発
・
舜
ら
の
み
な
ら
ず
、
孔

子
も
聖
人
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
『
孟
子
』
万
章
章
句
下
の
言
を

踏
ん
で
、
孔
子
を
聖
人
の
中
で
も
「
集
大
成
」
す
る
者
と
し
て
称
揚
し
て
い
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
『
孟
子
』
が
孔
子
を
「
集
大
成
」
す
る
者
と
し
て
い
る
の
は
、
孟
子
が

孔
子
を
聖
人
の
中
で
も
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
そ
の
「
集
大
成
」

の
語
を
履
軒
が
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
履
軒
も
孟
子
の
考
え
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と

{
注
八
)

を
示
し
て
い
る
。

の/と
だが以
ろ窺上
うえの
かるよ

つ
で に
は

、= ; )

実 逢
際塵

量記
軒お
は ν冒

聖 て
人も
を孔
ど子

り発
ろ舜
なら
性が
格 聖
だ人
とと
とさ
られ
えて
て い
いる
るこ

聖
人
の
徳

l
盛
徳

l

au 

聖
人
は
道
徳
的
人
絡
者
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
高
い
徳
を
備
え
て
い
る
。
『
逢
原
』

に
お
い
て
、
徳
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
為
政
篇
冒
頭
の
「
子

日
く
、
政
を
為
す
は
徳
を
以
て
す
」
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
、
履
軒
は
「
徳
は
義
理
の

己
に
得
る
者
を
謂
う
」
と
述
べ
る
。
義
理
の
解
釈
は
難
解
だ
け
れ
ど
、
こ
こ
で
は
道
理
、

人
と
し
て
行
な
う
べ
き
道
の
意
に
解
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
履
軒
の
考
え
る
徳
と
は
、

道
理
を
自
ら
の
一
身
に
体
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
聖
人
は
ど
の
程
度
、
そ
の
徳
を
体
得
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
子
宰
篇
の
『
逢

原
』
に
見
え
る
。
子
牢
篇
「
大
宰
(
国
の
首
相
)
子
貢
に
聞
い
て
日
く
、
夫
子
(
孔
子
)

も

と

こ

れ

ほ

と

ん

は
聖
者
か
。
何
ぞ
其
れ
多
能
な
る
や
、
と
。
子
貢
日
く
、
固
よ
り
天
之
に
将
ど
聖
な

ゆ
る

る
こ
と
、
又
た
多
能
な
る
こ
と
を
縦
す
、
と
」
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
、
「
『
聖
』
、
是



れ
盛
徳
極
至
の
称
な
り
。
『
多
能
』
と
異
な
り
」
と
あ
る
。
『
論
語
』
本
文
は
、
あ
る
大

宰
が
孔
子
は
聖
人
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
し
て
細
々
と
し
た
才
能
を
も
っ
て
い
る
の
か

と
弟
子
の
子
貢
に
聞
き
、
そ
れ
に
対
し
て
、
子
貢
が
孔
子
は
ま
さ
し
く
聖
人
で
あ
り
な

が
ら
、
多
能
な
の
だ
と
答
え
て
い
る
。
履
軒
は
そ
の
聖
人
に
対
し
て
、
「
盛
徳
極
至
」
、

す
な
わ
ち
徳
が
盛
ん
で
極
限
に
ま
で
至
っ
て
い
る
と
い
う
最
大
級
の
賛
辞
を
与
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
履
軒
の
考
え
る
聖
人
は
徳
を
極
限
に
ま
で
体
得
し
た
人
格
者
で
あ

る
盛
徳
と
さ
れ
る
の
は
孔
子
ば
か
り
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
車
検
伯
篇
「
子
日
く
、
大
な

る
か
な
、
完
の
君
為
る
や
、
規
出
掛
乎
(
高
く
大
き
い
様
子
)
た
り
。
:
・
規
嶺
乎
と
し
て

其
れ
成
功
有
り
。
換
乎
と
し
て
其
れ
文
章
有
り
」
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
「
発
の
盛
徳

こ

れ

こ

れ

と
雄
も
、
孔
子
之
を
名
言
す
。
何
ぞ
『
不
可
』
な
る
こ
と
之
有
ら
ん
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
『
集
註
』
に
「
完
の
徳
名
づ
く
干
か
ら
ず
」
と
言
う
の
に
対
す
る
履
軒
の
批
判
で

あ
る
。
『
集
註
』
で
は
嘉
の
徳
は
あ
ま
り
に
偉
大
で
あ
り
、
名
状
で
き
な
い
程
の
も
の

だ
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
発
の
徳
の
偉
大
さ
を
民
衆
が
名
状
で
き
な
い
の
は
理
解

で
き
る
と
し
て
も
、
孔
子
も
売
と
同
じ
く
聖
人
で
あ
り
、
発
の
徳
の
偉
大
さ
に
つ
い
て
、

孔
子
は
明
言
で
き
る
と
履
軒
は
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
完
の
徳
の
偉
大
さ
を
履
軒
は
盛

徳
と
称
し
て
い
る
。
因
み
に
「
盛
徳
極
至
」
「
盛
徳
」
の
語
は
『
孟
子
』
尽
心
章
句
下

あ
た

「
動
容
周
旋
礼
に
中
る
は
、
盛
徳
の
至
り
な
り
」
に
基
づ
く
語
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
『
逢
原
』
で
は
、
孔
子
・
発
・
舜
な
ど
の
聖
人
が
盛
徳
の
理
想
的
人
格

者
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
盛
徳
、
す
な
わ
ち
盛
ん
な
る
徳
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
内
容
を
さ
す
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
、
儒
教
で
は
仁
・
義
・
礼
・
智
な
ど
、
様
々
の

徳
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
視
さ
れ
る
徳
目
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

仁
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
代
表
的
な
徳
と
し
て
仁
を
取
り
上
げ
て
、
以
下
に
『
逢
原
』

に
見
え
る
聖
人
と
仁
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

聖
人
の
徳
の
内
容
|
至
仁

i

聖
人
は
道
徳
的
人
格
者
で
あ
る
か
ら
、
儒
教
の
徳
目
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
仁

を
体
得
し
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
聖
人
と
仁
と
に

つ
い
て
、
『
逢
原
』
で
は
ど
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
弗
也
篇

に
「
子
貢
日
く
、
知
し
博
く
民
に
施
し
て
能
く
衆
を
救
う
有
ら
ぱ
、
何
知
。
仁
と
謂
う

な
お
こ
れ

可
き
か
、
と
。
子
日
く
、
何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
。
必
ず
や
聖
か
。
嘉
舜
も
其
れ
猶
諸
を

病
む
」
と
あ
る
。
民
衆
を
豊
か
に
し
て
救
う
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
そ
れ
は
仁
と
雪
早
え

る
で
し
ょ
う
か
と
弟
子
の
子
貢
が
尋
ね
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
仁
者
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
上
位
の
人
格
者
た
る
聖

人
だ
と
言
え
る
と
孔
子
は
答
え
た
。
こ
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
次
の
よ
う
に
一
言
守
フ
。

た

「
仁
」
は
徳
な
り
。
「
聖
」
は
人
品
な
り
。
元
も
と
以
て
差
等
為
し
難
し
。
但
だ

比
の
言
是
れ
聖
者
の
極
功
に
し
て
、
仁
の
至
盛
な
り
。
一
の
仁
字
、
未
だ
此
れ

を
称
す
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
。
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こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
仁
は
徳
目
、
聖
は
人
間
の
品
格
の
上
下
を
表
わ
す
語
で
、
仁

と
聖
と
は
別
の
範
晴
の
概
念
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、
『
論
語
』
の
よ
う
に
差
を
つ
け
る

こ
と
は
難
し
い
と
履
軒
は
述
べ
つ
つ
、
『
論
語
』
に
あ
る
よ
う
に
、
民
衆
本
位
の
政
治

を
行
な
う
統
治
者
は
「
聖
者
の
極
功
」
で
あ
り
、
そ
の
徳
は
「
仁
の
至
盛
」
だ
と
述
べ

る
。
す
な
わ
ち
、
民
衆
本
位
の
政
治
を
行
な
う
聖
人
は
、
最
高
の
仁
の
徳
を
体
得
し
て

い
る
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
述
而
篇
「
子
日
く
、
仁
遠
か
ら
ん
や
。
我
仁
を
欲
す
れ
ば
、
斯
に
仁
至

る
」
の
『
逢
原
』
に
「
仁
を
欲
し
て
至
る
と
は
、
盛
徳
の
妙
用
な
り
」
と
言
う
。
盛
徳

は
聖
人
の
徳
を
表
わ
す
。
従
っ
て
、
仁
の
徳
を
め
ざ
し
、
そ
の
最
高
の
状
態
を
達
成
す

る
こ
と
は
、
ま
さ
に
聖
人
の
徳
の
実
現
だ
と
履
軒
は
言
う
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
聖
人
は
仁
の
徳
を
体
得
し
た
人
格
者
で
あ
る
。
盛
徳
と
は
、
す
な
わ

ち
仁
の
徳
を
盛
ん
に
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
論
語
』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
聖
人
の
例

と
し
て
発
・
舜
ら
の
中
国
古
代
の
王
者
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
舜
と
殿
の
湯
王
と

に
関
す
る
内
容
を
検
討
し
て
み
る
。
例
え
ば
、
顔
淵
篇
「
奨
遅
仁
を
問
う
」
章
で
、

弟
子
の
奨
遅
が
孔
子
に
知
と
は
何
か
と
問
う
た
と
き
に
、
孔
子
が
「
人
を
知
る
な
り
」

と
答
え
た
。
奨
遅
は
そ
の
言
葉
が
よ
く
理
解
で
き
ず
、
別
の
弟
子
の
子
夏
に
孔
子
の
語

の
意
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
子
夏
は
「
富
め
る
か
な
言
や
。
舜
の
天
下
を
有
つ
や
、
衆
よ

り
選
び
て
阜
陶
を
挙
げ
、
不
仁
者
遠
ざ
か
る
。
湯
の
天
下
を
有
つ
や
、
衆
よ
り
選
び
て

伊
予
を
挙
げ
、
不
仁
者
遠
ざ
か
る
」
と
答
え
た
。
す
な
わ
ち
、
子
夏
は
孔
子
の
語
を
解

説
し
て
、
舜
や
湯
が
天
下
を
よ
く
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
皐
陶
や
伊
予
と
い
っ
た

優
秀
な
人
材
を
登
用
し
て
、
仁
な
ら
ざ
る
者
を
遠
ざ
け
た
か
ら
だ
と
説
く
。
そ
の
箇
所

の
『
逢
原
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
不
仁
者
遠
ざ
か
る
」
と
は
、
仁
者
の
圧
う
所
と
為
る
が
故
な
り
。
而
れ
ど
も
仁

者
を
挙
ぐ
る
は
、
是
れ
舜
湯
の
智
徳
な
り
。
舜
湯
は
聖
人
に
し
て
、
仁
智
兼
完
な

M
り
。

こ
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
「
舜
湯
は
聖
人
に
し
て
、

仁
智
兼
完
な
り
」
の
文
章
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
聖
人
が
仁
億
と
智
徳
と
を
兼
備
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
仁
智
兼
完
」
の
語
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
の
文

む
か
し

章
に
基
づ
く
。
『
孟
子
』
で
は
「
昔
者
子
貢
孔
子
に
聞
い
て
日
く
、
夫
子
は
聖
な
る
か
、

と
。
孔
子
日
く
、
聖
は
則
ち
吾
能
わ
ず
。
我
学
び
て
厭
わ
ず
、
教
え
て
倦
ま
ざ
る
な

り
、
と
。
子
貢
日
く
、
学
び
て
厭
わ
ざ
る
は
智
な
り
。
教
え
て
倦
ま
ざ
る
は
仁
な
り
。

仁
に
し
て
且
つ
智
な
ら
ば
、
夫
子
は
既
に
聖
な
り
、
と
」
と
あ
り
、
こ
の
『
論
語
』
の

A
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箇
所
と
同
様
に
、
聖
人
が
仁
と
智
と
を
兼
備
す
る
と
言
う
。
顔
淵
篇
の
同
箇
所
の
『
集

註
』
に
お
い
て
も
「
子
夏
は
蓋
し
以
て
夫
子
の
仁
知
を
兼
ね
て
言
う
を
知
る
こ
と
有
り
」

と
述
べ
て
お
り
、
朱
子
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
の
同
箇
所
を
踏
ん
で
注
釈
を
施
し

{
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て
い
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
聖
人
は
仁
の
徳
を
体
得
し
た
人
格
者
で
あ
る
。

の
体
得
す
る
仁
の
具
体
的
性
格
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
、
聖
人

仁
徳
の
具
体
的
性
格

言
う
ま
で
も
な
く
、
仁
は
儒
教
で
重
視
さ
れ
る
最
高
の
徳
目
で
あ
る
。
仁
と
は
、

般
的
に
は
思
い
や
り
の
精
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
履
軒
は
仁
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
衛
霊
公
篇
で
、
弟
子
の
子
貢
が
孔
子
に
生
涯
か
け
て

行
な
う
べ
き
こ
と
を
一
宇
で
表
わ
す
と
何
だ
と
言
え
る
か
と
聞
い
た
の
に
対
し
て
、
孔

子
が
「
其
れ
恕
か
。
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に
施
す
こ
と
勿
れ
」
と
答
え
て
い
る
。

い
ん
と
ん

そ
の
箇
所
の
『
集
註
』
に
芦
惇
の
言
を
引
い
て
、
「
推
し
て
之
(
恕
)
を
極
む
る
は
、
聖

人
の
無
我
と
雄
も
、
此
れ
を
出
で
ず
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
思
い
や
り
の
精
神
た
る

恕
を
推
し
極
め
る
こ
と
は
無
我
、
す
な
わ
ち
全
く
私
利
私
欲
の
な
い
最
高
の
理
想
の
徳

を
会
得
し
た
聖
人
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
だ
と
の
意
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
箇

所
の
『
逢
原
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

。。

唯
だ
恕
の
み
な
ら
ば
推
極
す
可
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
蓋
し
之
を
推
極
す
れ
ば
、
則

ち
仁
に
入
る
。
恕
は
言
う
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
聖
人
の
無
我
は
、
是
れ
仁
以
上
の

事
な
り
。

履
軒
は
同
じ
思
い
や
り
の
精
神
で
あ
っ
て
も
、
恕
と
仁
と
を
比
べ
れ
ば
、
仁
の
水
準

を
上
位
に
置
い
て
い
る
。
恕
は
、
「
推
し
極
め
る
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
努
力
し
て
追
求
す

る
必
要
は
な
い
。
誰
も
が
も
っ
一
般
的
水
準
の
思
い
や
り
の
精
神
で
あ
る
。
し
か
し
、

仁
は
「
之
(
恕
)
を
推
極
す
れ
ば
、
則
ち
仁
に
入
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
努
力
し
て
追
求

し
て
は
じ
め
て
到
達
で
き
る
。
従
っ
て
、
仁
は
恕
よ
り
も
高
い
水
準
の
思
い
や
り
の
精



神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
無
我
は
私
利
私
欲
の
な
い
最
高
の
理
想
の
境
地
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
仁
の
境
地
は
、
ま
だ
そ
の
最
高
の
理
想
的
境
地
に

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
と
履
軒
は
考
え
た
。

ま
た
、
仁
を
高
い
水
準
の
思
い
や
り
の
境
地
だ
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
仏
教
で
重
視

さ
れ
る
慈
悲
心
と
は
相
違
す
る
と
履
軒
は
考
え
る
。
述
而
篇
「
子
釣
し
て
網
せ
ず
o

t
し
て
宿
を
射
ず
」
の
箇
所
の
『
集
註
』
に
洪
輿
祖
の
言
を
引
い
て
、
孔
子
が
本
当
は

無
益
な
殺
生
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
「
〔
生
活
の
た
め
に
〕
己
む

を
得
ず
し
て
釣

t
(魚
や
烏
を
捕
っ
て
殺
生
す
る
、

J

い
わ
ゆ
る
狩
猟
を
す
る
と
し
た
こ

と
に
孔
子
の
「
仁
人
の
本
心
」
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

『
逢
原
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
昔
守
フ
。

①
「
釣
」
「
モ
」
は
み
な
男
子
の
事
に
し
て
、
亦
た
娯
楽
な
る
の
み
。
聖
人
と
雄
も
、

時
有
り
て
之
を
為
す
。

し
ず

@
浮
屠
(
仏
教
)
の
慈
悲
心
殺
生
戒
、
民
の
骨
髄
に
論
む
。
然
れ
ど
も
彼
は
輪
廻
を
以

お
ど

で
人
を
嚇
す
。
輪
廻
を
信
ず
る
者
は
、
之
に
従
う
も
可
な
り
。
輪
廻
を
信
ぜ
ざ
る

な

ん

す

者
は
、
何
為
れ
ぞ
之
に
従
わ
ん
。
蓋
し
慈
悲
の
仁
に
近
似
す
る
を
以
て
が
故
に
惑

つ
ね

う
。
是
を
以
て
殺
生
の
一
事
、
毎
に
己
む
を
得
ざ
る
の
説
有
り
。
儒
者
と
雄
も
、

往
往
に
し
て
此
れ
を
脱
酒
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
は
、
悲
し
き
か
な
。

慈
悲
は
、
仏
教
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
概
念
の
一
つ
で
、
「
慈
悲
の
仁
に
近
似

す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
も
仁
と
同
様
に
思
い
や
り
の
精
神
を
意
味
す
る
。
た
だ
、

履
軒
は
、
仁
と
慈
悲
と
は
相
違
し
て
い
る
と
言
い
、
仏
教
の
慈
悲
を
批
判
す
る
。
そ
れ

は
ど
の
よ
う
に
相
違
し
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
履
軒
は
①
に
お
い
て
、
聖
人
で
あ
っ
て

も
時
と
し
て
娯
楽
の
た
め
に
狩
猟
を
す
る
こ
と
は
か
ま
わ
な
い
と
言
う
。
生
活
の
た
め

に
「
己
む
を
得
ず
」
殺
生
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
②
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
場
合
で
も
慈
悲
心
か
ら
殺
生
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
仏
教
の
考
え
は
、
輪
廻

説
(
永
遠
に
生
死
を
繰
り
返
す
こ
と
。
現
世
の
業
が
来
世
の
結
果
の
善
悪
に
対
応
す
る

と
い
う
因
果
応
報
的
な
考
え
の
基
と
な
る
)
に
基
づ
く
も
の
だ
と
言
う
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
考
え
で
人
を
脅
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
仏
教
の
「
慈
悲
心
殺
生
戒
」
を

批
判
す
る
。
恐
ら
く
、
履
軒
は
、
仏
教
の
慈
悲
が
因
果
応
報
説
を
前
提
と
し
て
来
世
の

善
果
を
期
待
し
て
善
業
を
行
な
う
こ
と
に
不
純
な
動
機
を
感
じ
て
批
判
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
仏
教
が
輪
廻
説
の
よ
う
な
架
空
の
説
を
根
拠
と
す
る
の
に
対
し
て
、
儒
教

の
仁
が
現
実
世
界
の
み
の
人
聞
の
自
然
な
感
情
に
基
づ
く
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と

か
ら
、
仏
教
の
慈
悲
と
儒
教
の
仁
と
は
相
違
す
る
と
履
軒
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
慈
悲
と
仁
と
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
一
般
の
儒
者
ま
で
も
が
往
往
に

{
注
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し
て
こ
の
仏
教
の
説
に
惑
わ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
遺
憾
だ
と
履
軒
は
言
う
。
懐
徳
堂

の
儒
者
の
仏
教
批
判
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
履
軒
の
説
か
ら
も
懐
徳
堂
儒
者
の

A

法
十
二
}

基
本
的
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
履
軒
を
は
じ
め
、
懐
徳
堂
の

儒
者
ら
は
、
自
ら
が
儒
者
だ
と
い
う
高
い
自
負
を
抱
い
て
お
り
、
ま
た
、
仁
を
中
心
と

す
る
儒
教
の
諸
概
念
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
尊
重
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
強
い
意
識
を

も
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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以
上
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
『
逢
原
』
で
言
及
さ
れ
る
聖
人
は
、
仁
な
ど
の
儒
教

的
徳
目
を
十
分
に
体
得
し
た
人
格
者
像
、
す
な
わ
ち
ほ
ぽ
伝
統
的
な
儒
教
の
概
念
を
踏

ん
だ
道
徳
的
人
格
者
像
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
し
か
し
、

『
論
語
』
自
体
も
そ
う
だ
け
れ
ど
、
『
逢
原
』
に
見
え
る
聖
人
像
に
は
、
上
述
し
た
よ

う
な
道
徳
的
人
格
者
の
性
格
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
理
想
的
な

統
治
者
と
し
て
の
聖
人
に
つ
い
て
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
点
に

つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。



、
『
進
原
』
中
の
聖
人
の
性
格
|
統
治
者
と
し
て
の
理
想
像
|

礼
楽
制
度
の
制
作

上
述
し
た
よ
う
に
、
発
・
舜
な
ど
の
中
国
古
代
の
王
者
も
聖
人
と
見
な
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
聖
人
に
統
治
者
的
性
格
を
認
め
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
で
は
、
統
治
者
た
る

王
者
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
任
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
季
氏
篇
に
「
孔
子
日
く
、
天
下
道
有
れ
ば
、
則
ち
礼
楽
征
伐
は
、
天
子
自

り
出
づ
」
と
あ
る
。
天
下
に
道
が
行
な
わ
れ
て
い
る
時
に
は
、
国
家
の
定
め
る
規
範
や

国
家
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
戦
争
は
、
全
て
統
治
者
た
る
天
子
が
最
終
責
任
を
も

っ
て
実
行
す
る
こ
と
を
言
う
。
す
な
わ
ち
、
礼
楽
の
制
定
や
戦
争
の
遂
行
な
ど
が
統
治

者
の
任
務
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
礼
楽
の
制
定
に
論
点
を
当
て
て
、
検
討
し

て
ゆ
き
た
い
。

履
軒
は
『
逢
原
』
に
お
い
て
、
礼
楽
の
制
定
が
統
治
者
の
任
務
だ
と
い
う
『
論
語
』

の
立
場
を
踏
襲
す
る
。
例
え
ば
、
述
市
篇
「
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
古
を
好
む
」
の

箇
所
の
『
逢
原
』
に
、
上
述
し
た
『
礼
記
』
楽
記
篇
を
引
い
て
「
い
わ
ゆ
る
『
作
者

之
を
聖
と
謂
う
』
と
は
、
礼
楽
制
度
を
指
し
て
言
う
な
り
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

円
注
+
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礼
楽
制
度
を
制
作
で
き
る
の
は
、
統
治
者
た
る
聖
人
で
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
履
軒
は
言
う
。

こ
の
よ
う
に
礼
楽
制
度
を
整
え
る
の
は
、
先
に
検
討
し
た
韓
愈
の
『
原
道
』
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
民
衆
に
対
し
て
安
定
し
た
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
統
治
者
た
る
聖
人
は
民
衆
本
位
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
以
下
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

民
衆
本
位
の
統
治
者

統
治
者
と
し
て
の
聖
人
が
礼
楽
制
度
を
制
作
す
る
の
は
、
誰
の
た
め
か
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
そ
れ
は
民
衆
の
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
、
統
治
者
た
る
聖
人
が
民
衆
本
位
の

政
治
を
行
な
う
べ
き
だ
と
強
調
す
る
箇
所
は
『
逢
原
』
中
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
薙
也
篇
「
子
貢
日
く
、
如
し
博
く
民
に
施
し
て
能
く
衆
を
救
う
有
ら
ば
、

何
知
」
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
「
但
だ
此
の
言
是
れ
聖
者
の
極
功
に
し
て
、
仁
の
至

盛
な
り
。
一
の
仁
字
、
未
だ
比
れ
を
称
す
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
」
と
あ
る
こ
と
は
上
述

し
た
。
『
論
語
』
に
あ
る
よ
う
に
民
衆
本
位
の
政
治
を
行
な
う
統
治
者
に
対
し
て
、
履

軒
は
「
聖
者
の
極
功
」
「
仁
の
至
盛
」
と
最
大
級
の
賛
辞
を
与
え
る
。
特
に
、
仁
に
つ

い
て
、
た
だ
「
仁
」
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
「
仁
の
至
盛
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、

履
軒
が
統
治
者
た
る
聖
人
の
民
衆
本
位
の
政
治
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

お
さ

ま
た
、
子
路
篇
「
善
人
邦
を
為
む
る
こ
と
百
年
な
ら
ば
、
亦
た
以
て
残
に
勝
ち
殺

の
箇
所
の
『
逢
原
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
苦
言
ノ
。

を
去
る
可
し
」

「
残
に
勝
ち
殺
を
去
る
」
、
元
来
聖
賢
の
天
下
に
王
た
る
者
の
功
業
な
り
。
・
:
比

れ
言
う
こ
こ
ろ
は
、
「
善
人
」
の
品
は
下
な
り
と
錐
も
、
〔
同
箇
所
の
『
集
註
』
に

言
う
よ
う
に
〕
「
相
継
ぐ
の
久
し
き
」
を
得
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
是
れ
功
業
と
成

す
可
し
、
と
。
「
亦
」
の
字
暗
に
王
者
を
伏
せ
て
言
う
。
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『
論
語
』
本
文
の
「
残
に
勝
ち
殺
を
去
る
」
と
は
、
残
虐
な
人
聞
を
感
化
し
て
、
死

刑
な
ど
の
刑
罰
を
用
い
る
必
要
の
な
い
政
治
状
況
を
言
う
。
こ
の
よ
う
な
良
い
治
世
は
、

聖
賢
が
天
下
の
王
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
を
し
て
は
じ
め
て
実
現
で
さ
る
こ
と
で

(
注
+
固
}

あ
る
。
聖
賢
と
は
、
聖
人
と
賢
人
と
を
併
称
し
た
語
で
あ
る
。
そ
の
聖
人
や
賢
人
よ
り

も
人
間
と
し
て
の
品
格
で
劣
る
善
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
百
年
も
の
時
聞
が
あ
れ
ば
、

聖
人
や
賢
人
が
成
し
得
る
よ
う
な
功
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
履

軒
は
言
う
。
履
軒
は
、
聖
人
や
賢
人
が
本
来
、
王
者
の
位
置
に
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
箇
所
も
民
衆
本
位
の
政
治
を
行
な
う
こ
と
を
聖
人
の
任
務
だ
と

(
注
+
玉
)

履
軒
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



以
上
の
よ
う
に
、
履
軒
は
聖
人
に
統
治
者
と
し
て
の
性
格
を
認
め
て
い
る
。
上
述
の

〈
み

箇
所
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
先
進
篇
篇
末
の
有
名
な
「
吾
は
点
に
与
せ
ん
」
章
の
『
逢

原
』
に
孔
子
の
考
え
を
解
説
し
て
、
履
軒
は
「
夫
子
(
孔
子
)
は
世
を
化
し
民
を
救
う
を

以
て
念
と
為
す
」
と
述
べ
る
。
「
民
を
救
う
」
の
語
は
、
『
孟
子
』
膝
文
公
章
句
下
に
、

周
の
武
王
が
肢
の
材
王
を
討
っ
た
と
き
、
股
の
人
民
が
武
王
を
大
い
に
歓
迎
し
た
理
由

と
し
て
、
「
民
を
水
火
の
中
よ
り
救
い
て
、
其
の
残
(
紺
王
)
を
取
つ
の
み
な
れ
ば
な
り
」

と
あ
る
部
分
を
踏
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
履
軒
は
孔
子
を
聖
人
と
見
な
し
て
い
る
。
そ

の
孔
子
が
世
の
人
々
を
感
化
し
、
民
衆
を
救
う
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
箇
所
に
お
い
て
も
履
軒
が
聖
人
に
民
衆
本
位
の
統
治
者
的
性
格

を
認
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
民
衆
本
位
の
立
場
は
、
儒
教
の
基

本
的
立
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
は
、
「
民
を
貴
し
と
為
す
」
と
い
う
『
孟
子
』

尽
心
章
句
下
に
見
え
る
考
え
に
代
表
さ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
履
軒
の
思
想
に
は
『
孟

子
』
と
同
じ
系
統
の
考
え
が
存
在
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
統
治
者
と
し
て
の
聖
人
像
は
、
『
論
語
』
に
お
い
て
、
孔
子
よ
り
も
む

し
ろ
完
・
舜
な
ど
の
中
国
古
代
の
王
者
に
そ
の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、

理
想
の
統
治
者
と
し
て
の
中
国
古
代
の
王
者
に
対
す
る
『
逢
原
』
の
記
述
に
つ
い
て
検

討
し
て
ゆ
き
た
い
。

理
想
の
統
治
者
た
る
古
代
の
王
者

泰
伯
篇
に
は
、
孔
子
が
中
国
古
代
の
王
者
の
統
治
を
「
綴
鏡
平
た
り
」
と
称
揚
す
る

箇
所
が
あ
る
。

子
日
く
、
謀
説
乎
た
り
、
舜
再
の
天
下
を
杭
つ
や
。
与
ら
ず
。

こ
の
箇
所
は
、
舜
や
再
の
統
治
ぶ
り
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
同
部
分

の
『
逢
原
』
も
「
夫
の
鏡
観
の
成
功
あ
り
。
而
れ
ど
も
自
ら
は
功
に
処
ら
ず
。
其
れ
払
打

伐
(
誇
る
こ
と
)
無
き
の
至
り
な
り
。
殆
ど
我
其
の
事
に
お
い
て
干
渉
す
る
無
き
者

の
如
き
な
り
」
と
述
べ
る
。
舜
や
再
の
統
治
が
偉
大
で
あ
る
の
は
、
平
和
な
統
治
と
い

う
成
果
を
実
際
に
挙
げ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
功
を
誇
る
こ
と
が
な
い
点
に
あ
る
と
履
軒

は畳一守フ。

上
記
の
泰
伯
篇
の
引
用
箇
所
に
続
い
て
、
「
聖
人
の
徳

l
盛
徳
|
」
の
項
で
取
り
上

げ
た
「
子
日
く
、
大
な
る
か
な
、
完
の
君
為
る
や
、
窺
親
乎
た
り
。
:
:
:
」
の
文
章
が

あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
も
中
国
古
代
の
聖
人
は
、
民
衆
が
平
和
な
治
世

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
な
い
ほ
ど
、
完
壁
に
平
和
な
治
世
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
を

述
べ
る
。

平
和
な
治
世
を
実
現
し
た
完
・
舜
な
ど
の
古
代
の
王
者
は
、
民
衆
か
ら
は
目
立
っ
た

政
策
を
何
も
実
施
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
従
っ
て
、
「
民
能
く
名
づ
く
る

無
し
」
(
上
述
の
泰
伯
篇
の
引
用
箇
所
に
見
え
る
『
集
註
』
の
語
)
と
言
わ
れ
る
状
況

に
な
る
。
そ
れ
が
例
え
ば
、
衛
霊
公
篇
「
子
日
く
、
無
為
に
し
て
治
ま
る
者
は
、
其
れ

舜
か
。
夫
れ
何
を
か
為
さ
ん
や
。
己
を
恭
し
く
し
て
正
し
く
南
面
す
る
の
み
」
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
治
世
と
な
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
無
為
」
の
語
は
、
例
え
ば
、
『
老
子
』

五
十
七
章
に
「
聖
人
云
わ
く
、
我
無
為
に
し
て
民
自
ら
化
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う

な
道
家
風
の
「
無
為
」
の
語
と
同
じ
意
で
は
な
い
。
た
だ
、
表
面
的
に
は
同
じ
語
で
あ

る
か
ら
混
同
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
、
衛
霊
公
篇
の
同
箇
所

の
『
逢
原
』
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
両
者
の
相
違
す
る
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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舜
の
「
無
為
」
は
、
老
駒
の
無
為
と
、
猶
天
淵
な
り
。
老
駒
は
凡
そ
当
に
為
す
べ

き
者
も
、
み
な
禁
じ
て
為
す
弗
し
。
舜
は
其
れ
当
に
為
す
べ
き
者
は
、
数
を
尽
く

し
て
之
を
為
す
。
天
下
復
た
当
に
為
す
べ
き
者
無
し
。
又
た
賢
才
を
挙
げ
て
之

を
任
用
す
。
然
る
後
に
無
為
な
り
。

舜
の
無
為
と
老
子
の
無
為
と
は
、
「
天
淵
」
、
す
な
わ
ち
天
地
ほ
ど
の
差
が
あ
る
と
履



軒
は
一
言
う
。
老
子
の
方
は
為
す
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
も
全
く
何
も
し
な
い
無
為
で
あ
り
、

舜
の
方
は
為
す
べ
き
こ
と
を
全
て
実
践
し
た
後
の
無
為
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
じ
無
為

で
あ
っ
て
も
そ
の
内
容
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
履
軒
は
聖
人
た
る
統
治

{
注
+
六
-

者
の
無
為
を
理
解
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
理
想
の
統
治
者
た
る
発
・
舜
な
ど
の
中
国
古
代
の
王
者
に
つ
い
て

『
逢
原
』
は
言
及
す
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
人
を
理
想
の
統
治
者
と
見
な
す
と
き
、
障
害

と
な
る
の
は
孔
子
の
存
在
で
あ
る
。
孔
子
は
聖
人
で
あ
り
な
が
ら
、
王
者
の
位
に
就
く

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
を
如
何
に
考
え
る
か
は
儒
教
史
上
、
大
い
に
議
論
さ
れ

て
き
た
。
履
軒
の
拠
っ
た
『
集
註
』
の
著
者
朱
子
も
、
ま
た
、
履
軒
も
、
そ
の
問
題
を

論
じ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
朱
子
と
履
軒
と
の
立
場
を
比
較
し
、
そ
の

立
場
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

孔
子
は
理
想
的
統
治
者
た
る
聖
人
か

聖
人
を
理
想
的
統
治
者
と
考
え
る
な
ら
ば
、
王
者
の
位
に
就
か
な
か
っ
た
孔
子
は
聖

人
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
伝
統
的
儒
教
の
立
場
で
は
、
孔
子
は
本
来
、
王
者
の
位

に
就
く
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
す
る
。
例
え
ば
、
『
朱
子
語
類
』
巻
十
四
大
学
一
序
に
お
い
て
、
朱
子
と
そ
の
弟

子
に
よ
る
次
の
よ
う
な
問
答
が
見
え
る
。

{
弟
子
〕
問
う
「
『
天
必
ず
之
に
命
ず
る
に
以
て
億
兆
(
人
民
)
の
君
師
と
為
す
』

と
、
天
如
何
に
し
て
之
に
命
ず
る
や
」
と
。
〔
朱
子
〕
日
く
「
只
だ
人
心
之
に
帰

す
、
便
ち
是
れ
命
な
り
」
と
。
問
う
「
孔
子
如
何
に
し
て
命
を
得
ざ
る
や
」
と
。

か
え

日
く
「
『
中
庸
』
に
云
わ
く
『
大
徳
は
必
ず
其
の
位
を
得
』
と
。
孔
子
翻
っ
て
得

ず
。
気
数
の
差
此
の
極
に
至
る
が
故
に
反
す
こ
と
能
わ
ず
」
と
。
(
可
学
)

こ
の
よ
う
に
、
本
来
、
孔
子
は
天
命
を
受
け
て
王
者
の
地
位
に
就
く
べ
き
で
あ
っ
た

け
れ
ど
、
気
数
、
す
な
わ
ち
そ
の
当
時
の
時
勢
の
流
れ
が
良
く
な
か
っ
た
か
ら
、
王
者

の
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
朱
子
は
き
守
主

そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
の
考
え
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
上
述

し
た
述
市
篇
「
述
べ
て
作
ら
ず
、
信
じ
て
古
を
好
む
」
の
箇
所
の
『
逢
原
』
で
は
、
「
設
令

孔
子
尊
位
を
得
ば
、
畳
に
謙
し
て
作
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、

「
作
」
と
い
う
の
は
礼
楽
制
度
を
制
作
す
る
意
で
あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
で
き
る
の
は
「
尊
位
」
、
す
な
わ
ち
王
者
の
位
に
在
る
者
の
み
で
あ
る
。
し
か

し
、
聖
人
た
る
孔
子
は
王
者
の
位
に
就
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
孔
子
は
十
分

に
礼
楽
制
度
を
制
作
す
る
能
力
を
有
し
な
が
ら
も
、
へ
り
く
だ
っ
て
そ
れ
を
し
な
か
っ

た
の
だ
と
履
軒
は
雪
守
主
本
来
、
王
者
の
位
に
就
く
べ
き
で
あ
っ
た
孔
子
が
そ
れ
を
果

た
せ
な
か
っ
た
理
由
は
、
こ
こ
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
別
の
箇
所
の
『
逢

原
』
に
参
考
と
す
べ
き
一
節
が
あ
る
。

憲
問
篇
に
、
子
路
が
石
門
に
宿
泊
し
た
と
き
に
、
あ
る
門
番
と
会
話
す
る
箇
所
が
あ

る
。
そ
の
門
番
は
孔
子
を
「
是
れ
其
の
不
可
を
知
り
て
之
を
為
す
者
か
」
と
述
べ
る
。

そ
の
箇
所
の
『
集
註
』
に
胡
寅
の
言
と
し
て
、
「
長
門
(
門
番
)
世
の
不
可
を
知
り
て
為

そ

し

一

さ
ず
。
故
に
是
れ
を
以
て
孔
子
を
諮
る
。
然
れ
ど
も
聖
人
の
天
下
を
視
る
こ
と
、
為
す

可
か
ら
ざ
る
の
時
無
き
を
知
ら
ず
」
と
言
う
。
『
集
註
』
で
は
、
と
て
も
で
き
な
い
と

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
敢
え
で
し
ょ
う
と
す
る
孔
子
を
門
番
が
そ
し
っ
て
い
る
と
す

る
。
し
か
し
、
朱
子
は
聖
人
孔
子
に
は
為
す
こ
と
の
で
き
な
い
時
勢
な
ど
な
い
の
だ
と

門
番
の
言
を
批
判
す
る
。
以
上
の
『
集
註
』
の
解
釈
に
対
し
て
、
『
逢
原
』
で
は
次
の

よ
う
に
言
う
。
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〔
『
集
註
』
に
言
う
よ
う
に
〕
「
為
す
可
か
ら
ざ
る
の
時
無
し
」
、
以
て
聖
人
の
徳

を
語
ら
ば
、
則
ち
是
な
り
。
以
て
時
勢
を
論
ぜ
ば
、
則
ち
非
な
り
。
蓋
し
孔
子
の

徳
、
不
可
の
時
無
し
。
而
れ
ど
も
満
天
下
の
君
臣
、
み
な
不
可
の
人
な
り
。
孔
子



と
錐
も
、
其
れ
之
を
知
何
せ
ん
。
長
門
の
い
わ
ゆ
る
不
可
は
、
是
れ
な
り
。

孔
子
は
聖
人
で
あ
り
、
そ
の
簡
を
以
て
す
れ
ば
不
可
の
時
勢
な
ど
存
在
し
な
い
。
し

か
し
、
聖
人
に
と
っ
て
如
何
に
不
可
の
時
勢
な
ど
存
在
し
な
く
て
も
、
孔
子
の
周
囲
に

い
る
君
主
や
そ
の
家
臣
が
み
な
「
不
可
の
人
」
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
聖

人
に
と
っ
て
も
如
何
と
も
な
し
難
い
。
こ
の
よ
う
に
履
軒
は
一
言
守
主

こ
の
考
え
に
従
う
な
ら
ば
、
本
来
、
王
者
の
位
に
就
く
べ
き
で
あ
っ
た
孔
子
が
そ
れ

を
果
た
せ
な
か
っ
た
の
は
、
孔
子
の
周
囲
の
人
々
が
み
な
「
不
可
の
人
」
で
あ
っ
た
か

ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
人
は
時
勢
に
つ
い
て
翻
弄
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
同
時
代
の
周
囲
の
人
々
の
水
準
が
高
く
な
け
れ
ば
、
聖
人
で

も
就
く
べ
き
王
者
の
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
履
軒
は
説
明
す

る。
以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
聖
人
孔
子
が
王
者
に
な
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
朱
子

の
場
合
は
「
気
数
の
差
」
、
履
軒
は
周
囲
の
人
々
の
低
い
水
準
と
い
う
よ
う
に
相
違
し

て
い
る
。
し
か
し
、
朱
子
も
履
軒
も
と
も
に
、
王
者
た
り
得
な
か
っ
た
孔
子
が
、
本
来
、

王
者
と
な
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
点
は
共
通
す
る

と
考
え
て
よ
い
。

『
逢
原
』
を
見
れ
ば
、
確
か
に
履
軒
は
朱
子
学
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、

朱
子
学
の
重
要
術
語
で
あ
る
「
理
」
に
つ
い
て
、
履
軒
、
あ
る
い
は
懐
徳
堂
の
儒
者
の

{
注
十
七
)

説
く
「
理
」
の
概
念
は
、
宋
学
の
説
く
よ
う
な
「
理
」
の
概
念
と
相
違
す
る
と
言
わ
れ
る
。

実
際
に
、
履
軒
は
宋
学
の
説
く
よ
う
な
「
理
」
の
概
念
を
孔
子
は
説
い
て
い
な
い
と
『
逢

A
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原
』
中
に
お
い
て
も
批
判
す
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
雪
守
え
ば
、
朱
子
が
「
自
然
に

天
理
を
存
し
て
行
な
い
、
人
欲
に
流
れ
ず
」
と
い
う
よ
う
な
人
格
者
と
し
て
聖
人
を
定

義
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
履
軒
は
批
判
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
点
を
以
て
履
軒
が
朱
子
学
の
立
場
全
体
に
対
し
て
批
判
的
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
例
を
挙
げ
る
。
例
え
ば
、

顔
淵
篇
「
繋
遅
仁
を
問
う
」
章
で
、
そ
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
「
不
仁
者
遠
ざ
か
る
』

と
は
、
仁
者
の
即
う
所
と
為
る
が
故
な
り
。
市
れ
ど
も
仁
者
を
挙
ぐ
る
は
、
是
れ
舜
湯

の
智
徳
な
り
。
舜
湯
は
聖
人
に
し
て
、
仁
智
兼
完
な
り
」
と
あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
。

こ
の
箇
所
の
履
軒
の
解
釈
は
、
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
「
仁
に
し
て
且
つ
智
い
な
ら
ば
、

夫
子
は
既
に
聖
な
り
」
の
箇
所
を
踏
む
こ
と
も
上
述
し
た
。
顔
淵
篇
の
同
箇
所
の
『
集

註
』
に
お
い
て
も
「
子
夏
は
蓋
し
以
て
夫
子
の
仁
知
を
兼
ね
て
言
う
を
知
る
こ
と
有
り
」

と
述
べ
て
、
朱
子
は
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
の
同
箇
所
を
踏
ん
で
注
釈
を
施
し
て
い

る
。
こ
こ
で
、
朱
子
は
皐
陶
や
伊
予
と
い
う
賢
人
を
登
用
し
た
の
が
舜
や
湯
の
仁
徳
に

よ
る
と
考
え
て
い
た
と
履
軒
は
と
ら
え
る
。
し
か
し
、
履
軒
は
、
賢
人
を
登
用
し
た
の

は
舜
や
湯
の
智
憶
で
あ
っ
て
、
仁
徳
で
は
な
い
と
『
集
註
』
を
批
判
す
る
。
た
だ
、
批

判
は
し
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
履
軒
の
批
判
が
朱
子
の
立
場
に
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る

と
考
え
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
こ
の
箇
所
に
関
し
て
、
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
の

該
当
箇
所
を
踏
む
と
い
う
点
に
お
い
て
、
履
軒
と
朱
子
と
の
立
場
は
共
通
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
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履
軒
は
『
集
註
』
に
対
し
て
、
確
か
に
批
判
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
『
逢
原
』

と
『
集
註
』
と
の
基
本
的
な
立
場
は
、
必
ず
し
も
対
立
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
履
軒

は
全
体
と
し
て
基
本
的
に
朱
子
学
の
立
場
に
従
い
な
が
ら
、
例
え
ば
、
「
理
」
の
概
念

な
ど
、
個
別
の
内
容
に
つ
い
て
批
判
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
聖
人
に
つ
い
て
も
、
「
天
理
」
「
人
欲
」
と
い
っ
た
宋
学
の
術
語
を
用
い
て
定
義
す

る
こ
と
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
朱
子
の
、
聖
人
を
道
徳
的
人
格
者
と
見
る

立
場
、
ま
た
、
孔
子
が
聖
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
位
の
王
者
に
終
わ
っ
た
こ

と
の
理
由
づ
け
に
腐
心
す
る
立
場
は
、
と
も
に
履
軒
と
共
通
す
る
。

批
判
が
生
じ
る
の
は
、
全
く
立
場
を
異
に
す
る
者
同
士
の
聞
に
お
い
て
で
は
な
い
。

互
い
に
立
場
を
共
有
し
た
う
え
で
、
そ
の
う
え
で
生
じ
る
差
異
に
つ
い
て
批
判
が
生
じ



る
の
で
あ
る
。
朱
子
と
履
軒
と
の
立
場
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
逢
原
』
に
見
え
る
履
軒
の
聖
人
観
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
検
討
を
通
し

て
、
履
軒
が
伝
統
的
儒
教
の
聖
人
観
l
す
な
わ
ち
、
聖
人
を
道
徳
的
人
格
者
像
と
統
治

者
的
理
想
像
と
の
両
面
か
ら
と
ら
え
る
立
場
l
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ

た
。
一
般
的
に
、
江
戸
期
の
正
統
的
儒
教
で
あ
る
朱
子
学
に
お
い
て
、
聖
人
は
、
『
孟

子
』
離
婁
章
句
上
に
「
聖
人
は
人
倫
の
至
り
な
り
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
主
に
道
徳
的

人
格
者
像
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
朱
子
学
の
立
場
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

聖
人
像
に
関
し
て
、
履
軒
は
朱
子
の
見
解
と
同
様
に
聖
人
を
道
徳
的
理
想
像
と
と
ら
え

る。
ま
た
、
聖
人
た
る
完
・
舜
な
ど
の
中
国
古
代
の
王
者
は
、
道
徳
的
人
格
者
で
あ
っ
た

と
同
時
に
統
治
者
で
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
孔
子
は
聖
人
で
あ
り
な
が
ら
統
治
者
に
は
な

れ
な
か
っ
た
。
朱
子
は
「
気
数
の
差
」
の
論
理
で
聖
人
孔
子
が
統
治
者
た
り
得
な
か
っ

た
理
由
を
説
明
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
、
周
囲
の
人
々
の
低
い
水
準
と
い
う

履
軒
な
り
の
論
理
で
聖
人
孔
子
が
統
治
者
に
な
れ
な
か
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
孔
子
は
無
位
で
あ
り
な
が
ら
聖
人
で
あ
る
と
考
え
る
点
に
つ
い
て
は
、
履
軒

と
朱
子
と
の
立
場
は
共
通
す
る
。

履
軒
は
、
朱
子
学
に
対
し
て
批
判
的
だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
批
判
的
」
の
語

か
ら
、
批
判
す
る
側
と
批
判
さ
れ
る
側
と
の
立
場
が
全
く
相
違
す
る
と
考
え
る
の
は
早

計
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
批
判
と
は
、
互
い
に
立
場
を
共
有
し
た
う
え
で
、

そ
の
う
え
で
生
じ
る
差
異
に
対
し
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
朱
子
と

履
軒
と
の
立
場
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
逢
原
』

に
見
え
る
履
軒
の
聖
人
観
の
特
徴
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
朱
子
学
の
立
場
と
は

必
ず
し
も
相
違
し
な
い
儒
者
と
し
て
の
履
軒
の
基
本
的
立
場
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。

三
宅
石
庵
の
頃
の
懐
徳
堂
は
、
朱
子
学
や
陽
明
学
な
ど
を
折
衷
し
た
儒
教
で
、
そ
の

ぬ
え

立
場
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
「
鶴
学
問
」
(
『
先
哲
叢
談
』
巻
五
な
ど
に
見
え
る

香
川
修
徳
の
語
)
な
ど
と
批
判
す
る
声
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
玉
井
蘭
洲
が
助
教
と
な

っ
て
以
降
、
履
軒
の
兄
竹
山
も
含
め
て
、
懐
徳
堂
の
儒
教
は
朱
子
学
が
主
流
と
な
る
。

そ
の
中
で
履
軒
は
、
兄
竹
山
が
懐
徳
堂
第
四
代
学
主
と
し
て
懐
徳
堂
経
営
に
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
ゆ
く
の
に
対
し
て
、
自
ら
懐
徳
堂
と
は
一
線
を
画
し
、
水
哉
館
な
る
私

塾
で
弟
子
の
教
育
に
当
た
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
点
を
鑑
み
れ
ば
、
履
軒
の
立
場
が
竹

{
注
十
九
}

山
な
ど
と
は
や
や
異
質
な
点
が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
本
稿

に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、
儒
者
と
し
て
の
履
軒
の
基
本
的
な
立
場
は
、
朱
子
学
の
立

場
と
は
必
ず
し
も
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。
広
い
意
味
で
、
履
軒
は
朱
子
学
の
立
場

を
踏
ん
で
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
履
軒
も
や
は
り
兄
竹
山
な

ど
と
基
本
的
立
場
を
共
有
し
て
お
り
、
十
分
に
懐
徳
堂
の
儒
者
の
特
徴
を
備
え
て
い
る

{
注
二
十
}

と
言
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
。
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な
お
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
四
書
に
対
す
る
履
軒
の
立
場
は
、
本
稿
に
お
い
て

検
討
し
た
『
論
語
』
の
他
に
『
孟
子
』
『
中
庸
』
か
ら
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
彼
の
聖
人
観
を
よ
り
一
層
明
確
に
す
る
う
え
で
、
履
軒
の
『
孟
子
逢

原
』
『
中
庸
逢
原
』
は
当
然
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ

る。

注
(
注
一
)
拙
稿
「
『
老
子
離
題
』
に
見
え
る
中
井
履
軒
の
聖
人
観
」
(
『
阿
南
工
業
高
等



専
門
学
校
研
究
紀
要
』
三
十
七
号
・
二

O
O
二
年
)
・
「
『
荘
子
離
題
』
に
見

え
る
中
井
履
軒
の
聖
人
観
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
律
号
〔
総
三
十
号
〕
・
二

O
O
二
年
)
参
照
。

(
注
二
)
注
一
拙
稿
参
照
。

(
注
三
)
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
・
三
十
五
章
「
履
軒
の
文
章
論
」
参
照
。

(
注
目
)
本
稿
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。

島
田
度
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
六
七
年
)

島
田
度
次
『
大
学
・
中
庸
』
(
上
・
下
)
(
朝
日
新
聞
社
・
一
九
七
八
年
)

本
国
済
「
聖
人
」
(
『
東
洋
思
想
研
究
』
所
収
・
創
文
社
・
一
九
八
七
年
、

も
と
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
『
人
文
研
究
』
十
九
巻
十

号
所
収
・
一
九
六
八
年
)

王
文
亮
『
中
国
聖
人
論
』
(
中
国
社
会
科
学
出
版
社
・
一
九
九
三
年
)

浅
野
裕
一
『
孔
子
神
話
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
九
七
年
)

(
注
五
)
こ
の
「
聖
人
は
学
ん
で
至
る
可
し
」
の
主
題
は
、
す
で
に
周
敦
顧
の
『
通

書
』
聖
学
篇
に
「
聖
は
学
ぶ
可
き
か
。
日
く
可
な
り
。
日
く
、
要
有
る
か
。

日
く
、
有
り
。
日
く
、
請
う
聞
か
ん
。
日
く
、
一
を
要
と
為
す
。
一
と
は

無
欲
な
り
」
と
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
近
思
録
』
為
学
大
要
篇
に
引
か

れ
た
程
聞
の
語
に
「
学
は
以
て
聖
人
に
至
る
の
道
な
り
。
聖
人
は
学
ん
で

至
る
可
き
か
。
日
く
、
然
り
」
と
も
見
え
る
。

(
注
六
)
以
下
、
『
逢
原
』
か
ら
の
引
用
は
、
関
儀
一
郎
編
『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全

書
』
六
巻
論
語
部
四
(
鳳
出
版
・
一
九
七
三
年
、
も
と
東
洋
図
書
刊
行
会
・

一
九
二
二

1
一
九
三
十
年
)
所
収
の
『
逢
原
』
に
拠
る
。
そ
の
安
井
小
太

郎
の
解
題
に
拠
れ
ば
、
『
日
本
名
家
四
書
註
釈
全
書
』
所
収
の
『
逢
原
』
は
、

履
軒
の
曾
孫
中
井
天
生
が
履
軒
の
自
筆
本
を
底
本
と
し
、
履
軒
の
弟
子
三

村
昆
山
の
手
写
本
を
参
照
し
て
校
訂
し
た
と
述
べ
る
。
本
稿
で
は
、
さ
ら

に
、
適
宜
、
履
軒
自
筆
本
を
参
照
す
る
。
な
お
、
引
用
文
中
の
(

そ
の
前
の
語
の
意
味
を
表
わ
し
、
〔
〕
は
、
文
意
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
筆
者
が
補
っ
た
語
で
あ
る
。

(
注
七
)
例
え
ば
、
上
記
『
日
本
名
家
図
書
註
釈
全
書
』
所
収
『
逢
原
』
の
安
井
小

太
郎
に
よ
る
解
題
、
平
重
道
「
懐
徳
堂
の
経
学
思
想
」
(
『
文
化
』
〔
東
北
大

学
文
学
会
〕
六
巻
八
号
所
収
・
一
九
三
九
年
)
な
ど
。

(
注
八
)
履
軒
が
『
孟
子
』
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
『
懐
徳
堂
考
』
下

巻
・
三
十
五
章
「
履
軒
の
文
章
論
」
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
『
論
語
』
を
「
天

地
問
第
一
の
文
章
」
と
称
揚
し
た
後
、
「
孟
子
の
文
、
其
説
論
語
に
近
し
。

亦
以
て
名
教
を
維
持
す
べ
く
、
聖
学
を
紡
ぐ
に
似
た
り
」
と
述
べ
る
。
そ

の
よ
う
な
点
か
ら
す
れ
ば
、
儒
者
と
し
て
の
履
軒
の
基
本
的
立
場
を
窺
う

う
え
で
『
孟
子
逢
原
』
の
検
討
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
別
稿
に
お
い
て

試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
注
九
)
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
の
同
箇
所
と
類
似
の
内
容
が
述
而
篇
「
子
日
く
、

ご

と

あ

そ

も

そ

も

こ

れ

聖
と
仁
と
の
若
き
は
、
則
ち
吾
畳
に
敢
え
て
せ
ん
や
。
抑
之
を
為
し
て

お

し

し

か

り

厭
わ
ず
、
人
に
詩
え
て
倦
ま
ざ
れ
ば
、
則
ち
云
爾
と
調
う
可
き
の
み
、
と
」

で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
『
論
語
』
の
箇
所
で
は
、
『
孟
子
』
の
よ
う
に
「
教

え
て
倦
ま
ざ
る
」
を
仁
、
「
学
び
て
厭
わ
ざ
る
」
を
智
と
は
述
べ
て
い
な
い
。

(
注
十
)
本
稿
で
は
、
聖
人
の
智
の
穂
に
つ
い
て
は
論
じ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
例
え

ば
、
憲
間
篇
「
子
路
成
人
を
問
う
」
章
の
『
集
註
』
に
、
『
論
語
』
本
文

に
見
え
る
「
賊
武
仲
の
知
」
を
解
し
て
「
知
は
以
て
理
を
窮
む
る
に
足
る
」

と
言
う
。
そ
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
「
『
理
を
窮
む
』
と
は
、
容
知
の
極
功

に
し
て
、
聖
人
を
賛
す
る
所
以
な
り
」
と
述
べ
る
。
履
軒
が
宋
学
で
重
視

さ
れ
る
窮
理
の
概
念
を
聖
人
の
知
を
賛
美
す
る
た
め
に
用
い
て
い
る
こ
と

は
注
目
で
き
る
。

)
は
、

Fnu 
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(
注
十
二
)

例
え
ば
、
朱
子
も
「
儒
釈
只
だ
此
の
新
酔
の
問
、
使
ち
是
れ
謬
る
こ
と
千

里
の
処
を
以
て
す
る
を
信
知
す
」
(
『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
十
九
許
順
之
に

答
う
)
と
述
べ
て
、
儒
教
と
仏
教
と
の
聞
の
わ
ず
か
の
差
が
結
局
は
大
き

な
差
と
な
り
、
甚
だ
し
い
誤
り
を
導
く
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
仏
教
を
批
判
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
朱
子
と
履
軒
と
の
聞
に
相
違

は
な
い
。

懐
徳
堂
の
儒
者
の
仏
教
批
判
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
陶
徳
民
『
懐
徳
堂

朱
子
学
の
研
究
』
(
大
阪
大
学
出
版
会
・
一
九
九
四
年
)
六
章
「
無
鬼
論
」

二
節
「
懐
徳
堂
に
お
け
る
無
鬼
論
の
成
立
」
一
「
俗
信
批
判
・
仏
教
批
判
の

立
場
」
な
ど
を
参
照
。

例
え
ば
、
『
礼
記
』
中
庸
篇
「
其
の
位
有
り
と
睡
も
、
郁
ぐ
も
其
の
徳
無
け

れ
ば
、
敢
え
て
礼
楽
を
作
ら
ず
」
の
箇
所
の
鄭
玄
注
に
「
言
う
こ
こ
ろ
は
、

礼
楽
を
作
る
者
は
、
必
ず
聖
人
に
し
て
天
子
の
位
に
在
る
な
り
、
と
」
と

あ
り
、
天
子
の
位
に
あ
る
有
徳
の
聖
人
に
し
て
は
じ
め
て
礼
楽
を
制
作
す

る
資
格
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
『
逢
原
』
の
考

え
は
、
儒
教
の
伝
統
的
な
考
え
を
踏
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
履
軒
の
聖
人
観
を
検
討
し
て
い
る
。
た
だ
、
『
逢
原
』
中
に
人

格
者
を
表
わ
す
語
と
し
て
は
、
賢
人
・
君
子
・
善
人
な
ど
、
他
に
も
多
数
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
聖
人
と
そ
の
他
の
人
格
者
と
の
関
係
の
検
討
は
興
味

深
い
課
題
で
あ
り
、
別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

同
じ
く
子
路
篇
「
善
人
民
を
教
う
る
こ
と
七
年
な
ら
ば
、
亦
た
以
て
戎
に

即
か
し
む
可
し
」
(
〔
聖
賢
よ
り
も
品
格
で
劣
る
〕
善
人
で
あ
っ
て
も
民
衆

を
教
え
て
七
年
も
経
て
ば
、
〔
十
分
に
教
育
が
で
き
る
の
で
民
衆
を
〕
兵
役

に
就
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
)
の
箇
所
の
『
逢
原
』
に
「
『
戎
に
即
か
し
む
』

の
句
、
暗
に
聖
賢
君
子
の
業
を
伏
す
な
り
」
と
あ
る
の
も
同
様
の
趣
旨
で

(
注
十
二

(
注
十
三
)

(
注
十
四
)

(
注
十
五
)

(
注
十
六
)

(
注
十
七
)

(
注
十
八
)

(
注
十
九
)

(
注
二
十
)

あ
ろ
う
。

注
一
拙
稿
参
照
。

宮
川
康
子
『
富
永
仲
基
と
懐
徳
堂
』
(
ぺ
り
か
ん
社
・
一
九
九
八
年
)
四
章

「
あ
た
り
ま
え
の
識
の
位
相
」
な
ど
を
参
照
。

例
え
ば
、
顔
淵
篇
冒
頭
の
「
顔
淵
仁
を
問
う
」
章
の
『
逢
原
』
に
「
〔
程
〕

明
道
先
生
嘗
て
自
ら
言
え
ら
く
、
天
理
人
欲
の
説
、
是
れ
其
の
独
見
な
り
、は

じ

と
。
:
・
集
註
は
乃
ち
孔
子
の
未
だ
嘗
て
言
わ
ざ
る
所
に
し
て
、
後
人
の
肇

む
る
所
の
語
を
用
い
て
、
孔
子
の
言
を
分
析
解
釈
し
、
強
い
て
其
の
合
を

求
む
。
郎
く
ん
ぞ
可
な
ら
ん
や
」
、
憲
間
篇
「
子
日
く
、
君
子
は
上
達
し
、

小
人
は
下
達
す
」
章
の
『
逢
原
』
に
『
集
註
』
を
批
判
し
て
、
「
蓋
し
天
理

人
欲
、
配
に
用
い
て
論
語
を
解
す
可
か
ら
ず
」
と
見
え
る
箇
所
な
ど
を
参

照。例
え
ば
、
懐
徳
堂
の
有
名
な
中
庸
錯
簡
説
に
し
て
も
、
懐
徳
堂
で
は
石
庵

の
説
を
敷
街
し
た
『
中
庸
懐
徳
堂
定
本
』
が
竹
山
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は
中
庸
錯
簡
説
に
拠
り
つ
つ
、
独
自
の
『
中
庸
天

楽
楼
定
本
』
を
以
て
水
哉
館
で
教
授
し
て
い
た
。

狩
野
直
喜
「
履
軒
先
生
の
経
学
」
に
お
い
て
、
履
軒
は
程
朱
学
派
で
は
な

い
け
れ
ど
、
広
い
意
味
で
の
宋
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
う
。
こ
の

説
は
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
当
を
得
て
い
る
と
考
え
る
。
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(
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
)

(
本
論
考
は
、
平
成
十
五
年
度
懐
徳
堂
記
念
会
研
究
助
成
金
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
)




